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新居浜市では、一人一人の教育的ニーズを把握し、その子どもに応じたかか 

わり方を考え、もてる力を高めていくための「特別支援教育」に取り組み、 

「個を尊び、地域でともに育ち、学び、働き、暮らす仕組みづくり」を目指します。 
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子どもの健やかな成長と発達をサポートします！！ 
新居浜市では、すべての保育所、幼稚園、小・中・高等学校等において、一人一人の

教育的ニーズを把握し、その子に応じたかかわり方を考え、もてる力を高めていくため

に支援しています。 

生活や学習面で気になる様子やつまずきを抱える子どもたちが将来自立し、社会参加

するために必要な力を培うため、「周りの環境を整える支援」「つまずきに応じた支援」

「自尊心や達成感が得られる支援」を関係機関と連携、協力して行っています。 

発達課題や様々な特性があっても、毎日自分らしくいきいきと過ごせるように、保護

者や地域の方々と共にサポートしていきます。  

 

 

 

お子さんのこんなこと、気になっていませんか？ 

このような特徴、困り感のある子を支援します 

 

 ことばが少ない 

 発音できない音があったり、はっきりしない音があったりする 

 助詞を使わず、単語で話すことが多い 

 話すとき、つかえたり、同じことばを繰り返したりする 

 特定の人の前や場所で話すことができない 

  

 名前を呼んでも返事をしないことが

ある 

 聞こえていてもことばの意味が、理解

できにくい 

 何度も聞き返すことが多い 

 音を聞き分けることに苦労する 

 いくつかの指示を一度に言われると

すぐ忘れる 

 

 ことがらを整理して話すことが苦手

である 

 会話が一方的である 

 順序立てて話すことが苦手である 

 話の中でよくことばに詰まる 

 

ことば 

話す 聞く 
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 音読がたどたどしい 

 文字や行をとばしたり、読みまちがえ

たりする 

 「勝手読み」などをして、正確に読め

ない 

 文章の内容を理解することが苦手で

ある 

 文章を書くのが苦手である 

 文字の形が整わない 

 文字や行をとばすことがある 

 板書を書き写すことが難しい 

 

 九九が覚えられない 

 位取りや繰り上がり、繰り下がりが分

からない 

 文章問題が分かりにくい 

 図形の違いが分かりにくかったり、混

乱したりする 

 数の順序が分かりにくい 

 少数、分数などが分かりにくい 

 図形やグラフの問題が苦手である 

 証明問題や作文が苦手である 

 

 姿勢がくずれやすい 

 なわとびやボール運動など手足の動きが合わない 

 絵や図形を描くことが苦手である  

 物をつくる、道具を使う、楽器を演奏することが苦手である 

 

 視線が合いにくい 

 落ち着きがなく、よく動き回る 

 気が散りやすく、注意が持続しにくい 

 ひとりでいることが多い 

 友だちとうまく遊べない 

 手遊びが多い 

 人によくちょっかいを出す 

 感情の起伏が激しく、かんしゃくを起

こす 

 結果を考えず行動する 

 忘れ物が多い 

 整理整頓が苦手である 

 新しい場面や刺激の多い環境では、ど

うしてよいか分からなくなる 

 自分なりのこだわりがあり、変更を嫌

がる 

 場の空気、相手の顔色、ことばの裏に

ある意味などが読めない 

 宿題に時間がかかる 

読む 書く 

行動面・対人関係 

計算・推論 

運動・動作 
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 保護者や家族の方からの相談に応じます。 

（個別相談）  

 発達に関すること 

「ことばの発達が遅れている」「マイペースで人とのかかわりが乏しい」など 

 集団生活に関すること 

  「友だちとうまく関われない」「集団から外れる」など 

 学校生活に関すること 

  「学習に特有の困難さがある」「仲間との関係がつくれない」「授業に集中できない」

など 

 就園、就学や就労に関すること 

関係機関と連携した支援会議につなぐこともできます。 

 

（就学前の幼児さんの教室に向けた相談） 

●  ことばの発達が気になる（「ことばの数が増えない」「ことばの理解が心配」など） 

●  コミュニケーションが取りづらい（「自分の気持ちや要求が伝えられない」「一方的

に話す」「落ち着きがない」「かんしゃくを起こす」「聞くことが苦手である」など） 

  集団の中では落ち着かない（「別の部屋に行ってしまう」など） 

  活動を終わることがなかなかできない（切り替えが難しい） 

  新しいことに対する不安が強い 

  上手に発音ができない（幼児ことばを含む） 

  話すリズムがうまくいかない（「同じ音を何度も繰り返す」「音を長く伸ばす」「話

しにくそう」など） 

  聞き返しが多い、しっかり聞こえているか心配である 

 

（小学校入学に向けた相談） 

 5歳児就学相談 

小学校入学に向けて、相談員が保育所・幼稚園を訪問し、担任の先生を交え、相談を

行います。 

保護者の方の希望があれば、在籍する園へお申し込みください。（詳しくは１１P） 

 

 

 

このような取組を行っています 
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○ 次の相談についても、こども発達支援センターで行っています。希望があればお問 

い合わせください。 

 

（聴覚障がい児相談） 

 聴覚の障がいや聞こえや言葉の獲得に課題のある子どもたちが、より豊かに自尊心を

もって自立した生活ができることを目的として、月 1 回県立松山聾学校教諭が相談に

応じております。 

 聴覚の発達の相談、聴覚の発達に必要な指導、療育（手話等）に関することや保護者

への支援及び通所機関への助言と支援を行っています。 

 

（愛媛県発達障がい者支援センター（あい♡ゆう）巡回相談） 

「あい♡ゆう」の職員が、発達障がいのある者（疑いがある場合も含む）及び、その

家族並びに関係者に対して支援を行うことによって、発達障がい者等への支援体制の充

実を図ることを目的に定期的に県内を巡回しています。 

 新居浜市ではこども発達支援センターを相談場所として、年３回実施しています。 

 

◎ 予約制となっています。まずはご連絡ください。 

 

直接、または在籍している園を通じて、こども発達支援センターへご連絡ください。 

  

お子さんの実際の様子と保護者の方からお話を伺ったうえで、お子さんに合った支

援・療育等について一緒に考えます。 

 

 

 支援者にアドバイスします。 

（巡回相談） 

障がいや発達に課題のある子どもへのかかわりは、できるだけ早期から対応すること

が大切です。保育所、幼稚園、小・中・高等学校等などの集団生活の中で、保護者・保

育士・教職員等の何らかの気づきを適切な支援につなげていくために、臨床心理士、カ

ウンセラー等の専門家が園や学校へ訪問し相談を行い、支援のアドバイスをいたしま

す。 
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 障がい児（者）の理解促進と支援者のスキルアップに努めます。 

（講演会・研修会の実施） 

 障がいがあっても、いきいきと安心して生活できる地域づくりのためには保育者や教

職員等の支援者や地域の方々の理解が不可欠です。周囲の理解と適切な支援があれば、

どの子も幸せに生活することができます。支援者、保護者や地域の方々に理解していた

だくために講演会を実施し、支援のネットワークの拡大に努めています。 

また、乳幼児期や学童期に関わるすべての保育士や教職員等が特性を理解し、子ども

の困っている様子に気づき、全園、全校体制でユニバーサルデザインの授業づくりに取

り組むことが重要です。ひとりの子どもに有効な支援は、すべての子どもたちに有効で

す。保育士や教職員等のスキルアップのため研修会を実施しています。 

 

 

 早期発見・早期支援に向けて関係機関と連携します。 

（地域発達支援協議会の設置） 

発達に課題のある子どもの早期発見・早期支援のために、関係機関の連携とライフス

テージに応じた総合的な支援のあり方について、「地域発達支援協議会」において協議

します。学校卒業後までを視野に入れた一貫した支援体制づくりを行うため、乳幼児

期・学齢期における支援、関係機関との連携方策、発達支援推進体制、就労・地域生活

支援等について検討していきます。 

 

 

 関係機関と情報を共有します。 

（新居浜市サポートファイル「にっこ♡にこ」（個別の支援計画）の活用） 

子どもたちを保護者の方と共に支援していくためのファイルです。一番のサポーター

である保護者と在籍している園、学校の先生等が一緒に作成します。障がいや発達に課

題のある子どもを支える関係機関は教育・福祉・医療・労働など様々で、子どもの成長

とともに変化していきます。そのために、かかわりのある機関と情報を共有し、将来に

向けて機関が連携しながらできる支援をしていくためのものです。 

また、進学や就労等のライフステージが変わる時に支援の方法やこれまでのかかわり

を引き継ぐことができ、安心して新しい環境の中でスタートできるためのものです。 

作成を希望する場合はご相談ください。 
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 適切な支援を行います 

（発達検査の実施） 

子どもの適切な支援のために、臨床心理士による発達相談、発達検査を行うことがで 

きます。お子さんの発達の特徴やバランス、得意なところや苦手なところを把握し、具

体的な支援方法やかかわり方を一緒に考えます。また、お子さんの状態に応じた学習方

法を考える手がかりにすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

就学前の幼児さんのための教室・相談 

  

 

 

 

子どもは園や学校での集団生活の中で、学習面や生活面でいろいろなことを学びます。 

 毎日の園・学校生活が楽しいと感じてもらいたい！ 

 「わかる」楽しさや「できる」喜びを知ってもらいたい！ 

 友だちと遊ぶ・人と関わることの楽しさを知ってもらいたい！ 

と、願っています。 

 

 こども発達支援センターでは、子どもの育ちをサポートするため、園や学校と連携し、

就園、就学に関する相談や、就学前の幼児さんを対象にした教室を行っています。 

 

 

 

 

１ 個別教室 

 大人との１対１のかかわりを中心に、人と関わることの楽しさを経験したり、コミュ 

ニケーションの土台を育みます。 

  

【対象児は？】 

おおむね２歳前後～就学前までの子ども（幼稚園、保育所に通っていても可） 

親子通園 

 

【どんなことをしているの？】 

  好きな活動や体全体を使った活動を通して、体づくりや遊びこむ力を育む支援 

  人と関わることの楽しさを感じたり、自分の気持ちや要求を表現できるような支援 

  グループ活動支援（目的に応じて） 

 

 

 

 

 

 

 

就園前・就学前のお子さんのために！ 

就園・就学にあたって、知っておいてほしいこと 
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２ 小集団教室 

 小集団療育を中心に、安心して活動できる体験を通して、人と関わることの楽しさや

「できるんだ」という気持ちを育みます。 

 

【対象児は？】 

おおむね２歳前後～就学前までの子ども（幼稚園、保育所に通っていても可） 

 親子通園 

 

【どんなことをしているの？】 

 環境を整えることで、安心して見通しをもって活動できるための支援（「どこで何  

 をするか分かりやすくする」「時間の流れを知る」「始まりと終わりを明確にする」

など） 

 自分の気持ちや要求を表現できるような支援 

 人と関わることが楽しいと思える体験や自発的にできることの体験を増やす支援 

 専門指導員による相談 

 

３ 構音指導・ソーシャルスキルトレーニング（SST） 

 ことばをはじめとした発達を促すために、“今できること”を保護者の方と一緒に考

え、一人一人に応じた支援を行います。 

 

【対象児は？】  

おおむね５歳前後、就学前の子ども 

 

【どんなことをしているの？】 

  発音の練習：話す時にことばが出にくかったり、話し方や発音がはっきりしない 

お子さんに、発音に必要な正しい舌の位置や構えを楽しく練習する。 

  個別SST ： ことばやコミュニケーションの発達が気になるお子さんに、聴く力、   

見る力、応じる力を育てる教材や遊びなどを通して、ことばの概念、  

理解の向上への援助を行う。 
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小学校に入学する前に知っておいたらいいこと 
                         

 

 

１ 小・中学校 

 

２ 特別支援学校 

 

 新居浜特別支援学校 

（普通科・産業科） 

（小学部・中学部・高等部） 
 特別支援教育を専門とする教員により、より専門的で、

きめ細やかな指導・支援のもとに学校生活や学習が進めら

れています。 
 新居浜特別支援学校 

みしま分校（普通科） 

（小学部・中学部） 

 新居浜特別支援学校 

川西分校（普通科） 

（小学部・中学部・高等部） 

肢体不自由部門として、住み慣れた地域で一貫した専門

的教育が提供されるようになっています。 

●その他の県立特別支

援学校 

松山盲学校、松山聾（ろう）学校、しげのぶ特別支援学

校、みなら特別支援学校、みなら特別支援学校松山城北分

校、今治特別支援学校、宇和特別支援学校 

＊訪問教育 

障がいのため特別支援学校等に通学して教育を受けるこ

とが困難な児童生徒に対し、特別支援学校等の教員が家庭、

児童福祉施設、医療機関等を訪問して行います。 

●愛媛大学教育学部附属特別支援学校 

● 通常の学級 
学校支援員（小学校）による支援 

・・・必要に応じて学習支援を行います。 

（通級指導教室） 

通級による指導 ・・・詳しくは１３Pを参照 

一人一人のニーズに応じて、週１～８時間または月１時間、個 

別にまたは小集団で指導を受けることができます。 

（通級による指導の時間は、在籍する通常の学級の授業時数と同

じ扱いになります。） 

● 特別支援学級 

（知的障がい、自

閉症・情緒障が

い、弱視、難聴な

ど） 

少人数（８人まで）の学級で一人一人に合った教育課程のもと

学習や生活の力をつけていきます。 

通常の学級において、本人に合った教科を学習することができ

ます。（交流及び共同学習） 
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学校を見学しよう 

小学校入学まで 

 

 

 

 学校へ行こうデイ（日）や各学校に直接連絡して見学をすることができます。 

 特別支援学校では、幼児体験学習の機会があります。（6月、10月頃） 

 ＊日程等については、特別支援学校、各園またはこども発達支援センターでご確認

ください。 

 

子どもに合った環境が大切！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 内  容 

随時 

  学校の見学（学校へ行こうデイ（日）の利用） 

学校教育課のホームページに掲載しています。 

４月 

 保育所、幼稚園で発音検査 

５月 

 ５歳児就学相談の申し込み 

   就学について相談したいことがあれば、保育所・幼稚園の担任へ 

お申し込みください 

６月 

頃 

 幼児体験学習（特別支援学校） 

各園から申し込み 

７月 

８月 

 5歳児就学相談（市） 

相談員が訪問し、担任の先生を交え、就学について相談を行います。 

希望があれば、在籍する園へお申し込みください。 

＊学校生活における人的支援、施設についても相談ください。 

入学前に心配なこと、知りたいこと、疑問に

思うことは、こども発達支援センターや相談

機関を利用したり、直接就学する学校へ行き

相談したりすると、親も子も安心！！ 

 

 お子さんがよりいきいきと生活し、学習できる環境となっているか 

 お子さんの将来の自立や就労を見据え、長期的な視野で捉えているか 

 通学区域外の学校の場合は、地域とのつながりや登下校について考えているか 
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９月 

～ 

 就学についてのアドバイス 

就学相談をされた保護者の方へこども発達支援センターからアドバイ

スをさせていただきます。 

このことを参考として、お子さんに合った就学先（特別支援学校入学、

特別支援学級入級、通常の学級等）を決めていきます。 

１０月 

 就学時健康診断の通知 

入学を予定している学校（校区）で受診します。 

 

 

 

 

  ＊転出予定の場合も健康診断を受けましょう。 

10月 

下旬 

 就学時健康診断の実施（各小学校） 

１月  

末 

 就学通知書の確認 

 教育委員会から「就学通知書」が送られてきますので就学する学校名を

ご確認ください。 

２月 

 物品の販売会の実施 

入学する学校で、入学に必要な物品の購入をします。 

体験入学を実施する小学校もあります。 

３月 

 入学する小学校との相談 

定期的な教育相談の依頼もできます。 

必要に応じ、入学式のリハーサルも可能です。 

4月 

 小学校入学 

健康診断において、心配なことや学校に知らせておきたいことがある

場合は、事前に学校へ相談されると、お子さんに合った対応をしてい

ただけます。 

 

相談したいことがあれば、こども発達支援センターへご連絡ください 
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入学後のお子さんのための教室 

 

 

 

 

 入学後も、一人一人の教育的ニーズを把握し、もてる力を最大限に伸ばし、生活や

学習上の困難を改善または克服するため、適切な支援を行います。 

 お子さんの困っている様子に気がつかれたら、学級担任や特別支援教育コーディ

ネーター担当教員にお気軽にご相談ください。 

 

 巡回相談の実施 

こども発達支援センターから学校を訪問し、担任の先生を交え相談することがで

きます。 

（学級担任へお申し込みください。） 

 県の巡回相談を受けることができます。（学級担任へお申し込みください。） 

 定期教育相談、支援会議につないでいくことができます。 

 

 

 

１．小・中学校の通級指導教室 

 ことばや学習、行動、コミュニケーションや社会性などについて、個別または小集団

による指導を受けることができます。 

 通常の学級に在籍し、一人一人のニーズに応じ、週１～８単位時間または月 1 時間

程度、指導を受けることができます。 

 

 

新居浜市では、これらの小中学校に設置されています。（平成３１年度） 

 学 校 ・ 教 室 名 

小学生対象  宮西小学校 「ことばの教室」：（構音指導等） 

        「まなびの教室」  

 高津小学校 「ステップ教室」  

 中萩小学校 「まなびの教室」  

 角野小学校 「 学びの教室 」  

中学生対象  東中学校  「まなびの教室」   

 中萩中学校 「ほっとルーム」 

 

入学後のお子さんのために！ 

入学してからも、知っておいてほしいこと 
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【どんなことをしているの？】 

 正しい発音ができるように指導します 

 ことば・コミュニケーションの力を伸ばします 

 基礎的な学力につながる力を培います 

 不安や緊張を和らげ、情緒の安定を図ります 

 対人関係の改善を図り、社会性を伸ばします 

 集団活動のためのスキルや態度を育てます 

 

 

【指導の期間は？】 

  目安は 1 年間です。開始と同時に保護者と本人と担任で、指導目標を立てます。

目標が達成できると、通級指導教室での指導は終了となります。 

 

【サポート体制は？】 

児童・生徒の在籍する学級担任が、通級指導教室担当教員と定期的に情報交換を行 

い、連携協力を図っています。 

 

【通級による指導を希望される場合は？】 

学級担任、特別支援教育コーディネーターまたはこども発達支援センターにご相談

ください 

 

  

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

♡ 就学先や学校生活のことについては個々の状態によって変わってきます。ご心配

な点や分かりにくいことは、ぜひご相談ください。 

 

新居浜市教育委員会事務局発達支援課（こども発達支援センター）      

住所 〒７９２－００２３ 新居浜市繁本町８番６５号 

TEL （０８９７）６５－１３０２ 

FAX （０８９７）３２―６８２２ 

 

 
♡ 就学について相談ができる機関 

小学校・中学校          巻末 

新居浜特別支援学校        ３１－６６５６ 

新居浜特別支援学校川西分校    ３１－１１２１ 

特別支援学校、盲学校、聾学校 

あい♡ゆう（愛媛県発達障がい者支援センター）（東温市） 

０８９－９５５－５５３２ 

０８９－９５５－５５３２ 

※ 愛媛県総合教育センター（松山市） ０８９－９６３－３１１１ 
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 新居浜市の公立幼稚園・小・中学校一覧 

  

 園・学校名 住所 TEL 

幼稚園 神郷幼稚園 郷３－８－１６ ４５－０１７０ 

小学校 

新居浜小学校 新須賀町３－１－５８ ３７－３０６１ 

宮西小学校 宮西町５－５６ ３３－８９４０ 

金子小学校 久保田町１－３－５７ ３７－２２２１ 

金栄小学校 西の土居町１－５－１ ３７－２３１３ 

高津小学校 宇高町２－１３－７ ３７－３７５４ 

浮島小学校 八幡２－２－６５ ３３－１０２０ 

惣開小学校 王子町１－３ ３７－３４０１ 

垣生小学校 垣生１－５－３８ ４５－０１８６ 

神郷小学校 神郷１－１－１ ４５－００８２ 

多喜浜小学校 多喜浜５－７－３４ ４５－０１４２ 

泉川小学校 岸の上町１－１３－６８ ４３－４１４５ 

船木小学校 船木４２９９－１ ４１－６２６０ 

中萩小学校 中萩町６－６１ ４１－６２２５ 

大生院小学校 大生院１０７０－１ ４１－６６２７ 

角野小学校 中筋町２－７－１０ ４３－７１４１ 

別子小学校 別子山甲３５８ ６４－２１６７ 

中学校 

東中学校 東雲町１－４－２３ ３７－１２９４ 

西中学校 江口町７－１ ３７－２０２１ 

南中学校 庄内町２－４－４７ ３７－０３１０ 

北中学校 宮西町５－８１ ３３－９１３５ 

泉川中学校 星原町７－８ ４３－５８００ 

船木中学校 船木甲３７５４－１ ４１－６３４７ 

船木中学校ひびき分校 船木甲２９７１－１ ３１－７６４５ 

中萩中学校 中萩町１３－３１ ４３－５１３１ 

大生院中学校 大生院１０７０－２ ４１－６９２７ 

角野中学校 宮原町１１－５１ ４３－６１０８ 

川東中学校 神郷２－４－１ ４５－０１８０ 

別子中学校 別子山甲３５８ ６４－２１１５ 

 


